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謹賀新年

　

長
い
間
、
出
に
く
い
日
時
に
山
上

の
神
社
ま
で
来
て
い
た
だ
い
て
、
除

夜
太
鼓
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
。

　

さ
り
な
が
ら
、
太
鼓
の
響
き
が
聞

こ
え
な
く
な
る
の
は
、
心
残
り
、
と

神
社
ス
タ
ッ
フ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

で
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

「
新
春
一
番
太
鼓
」
と
し
て
、
希
望

さ
れ
る
方
々
に
打
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
気
合
い
十
分
に
試
み
ま
し
た
。

　

元
日
午
前
零
時
、
ど
ど
〜
ん
、
と

第
１
打
そ
し
て
第
２
打
、
第
３

打
・
・
・
。
リ
セ
ッ
ト
継
続
に
光
り

は
見
い
出
せ
た
よ
う
で
す
。

　

新
し
い
年
を
寿
ぎ
、
天
空
の
境
内

に
太
鼓
の
音
が
威
勢
良
く
響
き
渡
っ

た―

。

　

太
鼓
演
奏
グ
ル
ー
プ
の
お
世
話
に

な
り
、
参
拝
者
等
の
中

で
希
望
さ
れ
る
方
々

に
、
除
夜
の
鐘
な
ら
ぬ

除
夜
太
鼓
を
打
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、昨
年
末
は
、所
用
あ

り
と
い
う
こ
と
で
し
た

か
、
お
世
話
す
る
メ
ン

バ
ー
が
不
在
に
つ
き
対

応
で
き
ま
せ
ん
、
と
の

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

新
春
一
番
太
鼓

　   
初
見
参

◆
２
月
３
日
㈬  

節
分
祭 

午
後
１
時

◆
３
月
１
日
㈫  

初
午
祭 

午
前
10
時

新
春
一
番
太
鼓

　   
初
見
参

平成 28 年
元　旦

感謝と希望
　願い込めた響き

　　　元日３０００人
 　　　　三が日で７０００人初詣初詣

新しい年の幕開け　午前零時の授与所

一番太鼓を打つ宮司

朝日に輝くご本殿

パパ・ママと一緒（大阪のご家族）　あま～いお正月（玉置名物ぜんざい。正月３日）

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

　
　

   

玉
置
神
社
宮
司     

弓
場
季
彦

　

玉
置
山
は
参
拝
者
、崇
敬
者
の
数
も
増
え

続
け
、に
ぎ
や
か
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
安
ら
ぎ
と
文
化
の
香
り
が
ほ
の
か
に
す
る

山
上
の
都
」を
標
榜
し
て
の
、過
ぎ
越
し
日
々

の
恵
み
に
感
謝
。

　

待
つ
こ
と
を
楽
し
む
時
間
は
な
い
。日
々
は

日
ご
と
に
貴
重
に
な
り
、襲
い
か
か
る
。明
日

に
依
存
し
て
今
日
を
失
う
な
、と
い
う
。あ
り

が
た
い
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、今
あ
る

も
の
を
大
事
に
、新
た
な
創
造
へ
立
ち
向
か
っ

て
参
り
た
い
。

　

皆
々
様
の
知
恵
と
ご
助
力
を
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



第 4 巻 1号通巻１７号　　　　　http：//www.tamakijinja.or.jp /       　　　　　　　　　　　　　平成２８年（２０１６）　１月　１５日発行（新年号）　

（２）

　

東
本
願
寺
様
か
ら
は
芸
術
・
文
化
も

強
力
発
信
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

１
２
月
１
０
日
、
大
谷
暢
順
御
法
主

台
下
の
新
出
版
、
蓮
如
上
人
御
生
誕
六

〇
〇
年
記
念
「
蓮
如
さ
ん
か
る
た
」
刊

行
、
大
谷
祥
子
御
裏
方
の
平
成
２
５
年

度
文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
受
賞
、
平
川

祐
弘
氏
の
第
１
４
回
文
学
賞
「
蓮
如
賞
」

受
賞
を
慶
し
て
祝
賀
会
が
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ

た
。３
０
０
名
近
く
の
参
加
者
。

　

祝
賀
会
の
演
出
に
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た
。近
未
来
へ
の

確
か
な
息
吹
も
感
じ
ま
し
た
ね
。素
晴
ら
し
い
よ
。

　

御
裏
方
は
新
人
賞
受
賞
の
琴
の
名
人
芸
を
ご
披
露
。ま
さ
に
独
壇
場
。

語
り
に
も
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
ね
。

　

祝
賀
会
に
先
立
ち
、
東
本
願
寺
東
山
浄
苑
に
て「
日
本
人
の
知
恵
」を

テ
ー
マ
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。御
法
主
台
下
の
基
調
講
演
、
淡
々
と
語

る
そ
の
中
味
の
す
ご
さ
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、梅
原
猛
、柳
田
邦
男
、山
折
哲
雄
、平
川
祐

弘
各
氏
の
豪
華
版
。そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
火
を
噴
く
が

如
き
コ
メ
ン
ト

ラ
ッ
シ
ュ
。熱

く
、
重
く
て
受
容

レ
ベ
ル
を
越
え

て
し
ま
っ
た
。無

知
を
再
確
認
。で

も
、
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
。

　

東
本
願
寺
様

の
い
や
さ
か
、
ご

縁
に
つ
な
が
る

皆
々
様
の
幸
福

を
祈
念
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

相続塔建立御移徒法要並びに除幕式

文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
等

相続塔建立御移徒法要並びに除幕式

　

蓮
如
上
人
御
生

誕
六
〇
〇
年
の
記

念
す
べ
き
平
成
２

７
年
、
ご
先
祖
が

大
切
に
し
て
き
た

伝
統
の
精
神
を
受

け
継
ぎ
、
人
々
が

そ
れ
ぞ
れ
に
人
生

の
糧
と
す
る
と
と

も
に
、
日
本
人
の

心
を
再
興
し
て
国

際
社
会
を
救
う
灯

火
を
掲
げ
る
べ

く
、
東
本
願
寺
東

山
浄
苑
で
相
続
講

が
誕
生
し
た
。

　

１
１
月
２
９

日
、
相
続
塔
建
立

の
除
幕
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　

ご
縁
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
参
列

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

神
社
か
ら
は
春
日
大
社
も
参
列
さ
れ
て
お
ら
れ
、相
続
塔
に
は
神
社

名
も
刻
印
さ
れ
て
お
り
、感
無
量
で
し
た
。

　

東
本
願
寺
東
山
浄
苑
様
の
い
や
さ
か
を

永
遠
（
と
わ
）
に
と
祈
り
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。な
お
、
大
谷
祥

子
御
裏
方
様
の
ご
配
慮
で
夕
刻

に
は
上
賀
茂
神
社
に
も

参
拝
、
そ
し
て
、
第

４
２
回
式
年
遷
宮

の
奉
賀
行
事
・
鬼

太
鼓
座
公
演
を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。圧
巻
！

勿
論
、
御
裏
方
様
の

琴
の
演
奏
も
。

相
続
塔

東本願寺東山浄苑

大
谷
祥
子
御
裏
方
の
琴
の
ご
披
露
に

　
　
　
　
合
わ
せ
て
踊
る
お
嬢
さ
ん（
中
央
）

記念シンポジウムのパネラー

大谷暢順御法主台下の基調講演

 

受
賞
祝
賀
会



（３）

第4 巻 1号通巻１７号　　　　　http：//www.tamakijinja.or.jp /       　　　　　　　　　　　　　平成２８年（２０１６）　１月　１５日発行（新年号）　

♪ ♪♪♫ ♬

クリスタルボ―ル演奏と舞奉納
　

ハ
ー
ト
ア
ル
ケ
ミ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
・
佐
々
木
恵
美
子
さ
ん
、
１
２
月
８

日
、
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ー
ル
演
奏
。

　

演
奏
に
先
立
ち
、
舞
う
。
神
々
の
お
出
ま

し
を
願
う
祈
り
の
舞
か
。
高
貴
な
雰
囲
気
を

か
も
し
だ
し
な
が
ら
、
流
れ
る
よ
う
に
舞

う
。

　

続
い
て
、
ク
リ
ス
タ
ル
ボ
ー
ル
演
奏
。
美

し
い
色
合
い
の
ク
リ
ス
タ
ル
数
個
を
縦
横
に

駆
使
し
て
様
々
な
音
色
を
導
き
出
さ
れ
た
。

　

冬
の
空
に
太
陽
が
ま
ぶ
し
く
輝
き
、
思
わ
ず
、
足
を
止

め
て
聞
き
入
る
参
拝
者
も
あ
り
。
随
行
し
て
こ
ら
れ
た
皆

様
も
１
０
名
近

く
。

　

暫
し
の
に
ぎ

わ
い
と
雅
（
み

や
び
）
の
世
界

に
入
り
込
ん
で

お
ら
れ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
の

ご
縁
を―

。

山
之
神
例
祭

天
長
祭
斎
行

　

例
年
、
山
の
関
係
者
の
依
頼
で
執
り
行
わ
れ
て
き
た

「
山
之
神
祭
」
は
、
ど
な
た
で
も
参
列
で
き
る
よ
う
、

「
山
之
神
例
祭
」
と
し
て

神
社
が
主
催
す
る
こ
と
と

し
、
１
２
月
７
日
、
第
１

回
目
斎
行
。

　

今
後
、
毎
年
「
１
２
月

７
日
午
前
１
０
時
よ
り
斎

行
」
で
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

皆
様
方
の
ご
参
列
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

天
皇
誕
生
日
は
１
２
月
２
３
日

で
、
国
民
の
祝
日
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
ね
。
当
日
は
皇
居
で
は
国
民
か

ら
の
祝
賀
を
受
け
る
一
般
参
賀
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

天
皇
誕
生
日
を
祝
う
行
事
は
、
か

っ
て
は
「
天
長
節
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
ま
し
た
。
天
長
と
は
、
天
地
と
も
に
天
皇
の
聖
寿
の

限
り
な
い
こ
と
を
寿
（
こ
と
ほ
）
ぐ
と
い
う
意
味
と

か
。
今
上
天
皇
は
第
１
２
５
代
で
す
。

　

時
雨
ま
じ
り
の
日
、
標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
玉

置
山
上
は
寒
さ
厳
し
。
一
般
参
拝
者
も
合
流
さ
れ
、
初

の
天
長
祭
斎
行
。
温
か
い
風
も
そ
よ
い
で
い
た
よ
う
で

す
。
玉
置
山
は

今
、
心
は
ひ
と

つ
み
た
い
で
す

ね
。

第１回

佐々木恵美子さん

１　駐車場及び駐車場内の管理棟は
十津川村の所有であり、また、
管理棟での販売等については、
玉置神社は一切関係ございませ
ん。

２　十津川村役場総務課に要望、質
問した事項（前号に掲載）は、
平成28年1月6日現在回答はあ
りません。
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出
雲
大
社
玉
置
教
会

新
年
月
次
祭

華麗に・・・弓神楽

女性神職もご奉仕

大阪から一番太鼓ボランティア。
齋藤大和・丈留 高校生兄弟

幸せなご縁を。 若い人たちの祈り

はじける笑顔の交流（授与所で）（右は父親）

奉謝の舞と演奏

　

玉
置
神
社
並
び
に
出
雲
大
社
玉
置
教
会
に
ご
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
け
て
い
る
神
恩
を
謝
し
、
１
２
月
１
３
日
、
宮
司
が

舞
と
演
奏
を
神
楽
殿
で
試
み
た
。

　

舞
は
幸
若
舞
「
敦
盛
」
の
一
節
を
、
演
奏
は
津
軽
三
味
線

で
１
曲
、
ド
ラ
ム
で
歌
い
な
が
ら
３
曲
。
約
１
５
分
間
。

　

こ
こ
ま
で
一
筋
に
務
め
上
げ
て
き
た
３
年
間
・
・
・
。

様
々
な
場
面
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
巡
る
の
を
感
じ
な
が
ら
、

万
感
の
想
い
を
込
め
て
の
奉
謝
の
舞
・
演
奏

で
あ
っ
た
。
そ
の
奧
に
は
国
家
の
隆
盛
、
万

民
の
幸
福
を
願
う
祈
り
が―

。

　

熱
心
な
崇
敬
会
員
で
、
し
ば
し
ば
参
拝
さ

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て

い
る
プ
ロ
ド
ラ
マ
ー
・
村
尾
浩
次
さ
ん
が
準

備
と
演
奏
の
一
部
に
加
わ
り
、
奉
謝
の
試
み

を
サ
ポ
ー
ト

し
て
お
ら
れ

た
。

　

皆
々
様
に

は
い
つ
も
助

け
ら
れ
て
い

ま
す
ね
、

宮
司
！

　

１
２
月
２
５
日
、
正
式
に
煤
（
す
す
）
払
い
神
事
を
執
り

行
う
。

　

本
年
度
か
ら
神
社
と
し
て
取
り
組
め
る
神
事
、
祭
儀
、
行

事
等
を
見
送
る
こ
と
な
く
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
。

　

平
時
は
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
な
が
ら
、
強
い
関
心
が
ご
奉
仕

を
喜
び
に
変
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

あ
る
日
の
閑
散
と
し
た
時
間
帯
に
来
社
さ
れ
た
参
拝
者
の

方
が
ふ
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
「
こ
こ
は
い
つ
も
に
ぎ
や
か
さ

を
感
じ
ま
す
よ
」
、
と
。
あ
っ
、
そ
う
な
ん
だ
。
そ
う
い
う

こ
と
な
ん
だ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
一

同
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。

　

何
か
が
起
こ
る
予
感
適
中
。

一
番
太
鼓
も
１
０
８
回
勢
い
よ
く
。
初
詣
の
皆
さ
ん
、
元
日

は
３
０
０
０
人
。
３
日
間
で
７
０
０
０
人
。
名
物
ぜ
ん
ざ
い

は
５
０
０
杯
が
完
了
。
半
日
も
た
ず
、
職
員
、
材
料
補
充
に

山
を
降
り
る
。
授
与
所
に
用
意
す
る
品
も
次
々
と
皆
様
の
お

手
に―

。
駐
車
場
に
入
り
き
れ
ず
、
道
路
に
並
ぶ
車
多
数
。

全
て
想
定
外
の
衝
撃
の
正
月
風
景
だ
っ
た
。

　

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

津軽三味線演奏

ドラム演奏 キーボードで村尾さん共演

アーティス
ト

宮司 ! !

幸若舞「敦盛」

煤
払
い
神
事

玉
置
神
社

動
く
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